
芳名録の掲載について
※大正8年から昭和22年（芳名録第30巻）まで、本館創立以来約50年間分の記名者を記載する
※記帳事項は芳名録に記録されたもので、名刺や文章、絵、歌などの状況も記す

ただし著作権に関わるような形態の絵や歌、住所が特定できる番地などは掲載しない
※備考は本館で調査した加筆事項で、図書や新聞、インターネットの情報による
※文字が不明な場合は〓で表記する

備　考
月 日 職名など本館調査によるもの

S2 1927 10 6 安木　物外 九州帝国大学事務官 医学部附属医院

S2 1927
Frank　W.
Chandler

シンシナティ大学　教養学部学部長　他４名

S2 1927 10 14 安東　菊次郎 神戸市視学
S2 1927 10 14 倉上　晃 農林属 農林省山林局
S2 1927 10 18 G.T.Ramsted
S2 1927 10 18 林　癸未夫 早稲田大学教授 経済学者　のち経済学部長　早稲田大学図書館長
S2 1927 10 18 早川　三代治 札幌 北海道帝国大学講師 同行　経済学者　小説家　小樽商科大学、早稲田大学教授
S2 1927 10 18 飯塚　淳一郎 大阪歯科医学専門学校教授 歯科医学者　大阪歯科大学初代学長　旧姓：坂本傳右衛門
S2 1927 10 20 丸岡　寶人 呉市立図書館司書
S2 1927 10 20 小林　藤吉 宮城県図書館司書 同行
S2 1927 10 21 内藤　金彌 長野県上伊那郡中澤小学校長　外十七名
S2 1927 10 21 山中　樵 台湾総督府図書館長 宮城県、新潟県立図書館長
S2 1927 10 21 国澤　照光 大阪市立清水谷図書館 同行　司書
S2 1927 10 21 井上　文介 広島県地方事務官 内務部　奈良県内政部長
S2 1927 10 25 山本　福次 東京市芝区芝公園　協調会図書館
S2 1927 10 25 坂本　章三 徳島県立光慶図書館長 同行　阿波郷土研究会創設
S2 1927 10 26 安原　清太郎 新潟県長岡市互尊文庫 館長
S2 1927 10 28 松浦　俊吉 岡山県師範学校 理科教育　岡山県立井原高等学校長　清心高等女学校校長

S2 1927 10 28 林　靖一 朝鮮龍山鉄道図書館为事　宇〓の雄
同図書館初代館長　図書館学　満鉄児童図書館開館　安全開架実施　日本交通協会図書
館長　日比谷図書館奉仕課長

S2 1927 10 28 萩山　秀雄 朝鮮総督府図書館長 同行
S2 1927 10 29 青山　信雄 佐賀高等学校教授 地学
S2 1927 10 29 牛島　元茂 佐賀高等学校臨時教員養成所生徒　外二十二名 同行
S2 1927 10 30 春日　廓明 領事 在サンパウロ総領事　外務省文化事業部
S2 1927 10 30 岩林　高彦 領事 同行　ポルトガル公使館一等通訳官
S2 1927 11 1 連　修 内務省警察講習所教授兼内務事務官
S2 1927 11 5 村地　信夫 福岡県書記官 警察部部長　警察庁官房为事　滋賀県知事　秋田市長
S2 1927 11 5 玉井　五岳 海軍教授 同行　海軍機関学校教官
S2 1927 11 8 〓源　留〓郎
S2 1927 11 8 荘川　永充
S2 1927 11 9 赤木　親三 兵庫県外事課長 別称：親之　兵庫県警察部地方警視　上海工部局警察特別警視副総監

S2 1927 11 9 川﨑　一郎 農林技師
肥料研究　農林省農務局肥料ニ関スル調査及奨励ニ関スル事務ニ従事スル臨時職員　肥
料科学研究所顧問

S2 1927 11 12 小林　次郎 内務事務官 内務省警保局　貴族院書記官　貴族院議員　参議院事務総長
S2 1927 11 12 廣野　熊治郎 新潟県三島郡出雲崎小学校
S2 1927 11 17 岡野　桂太 岡山県西大寺鉄道株式会社 のち社長
S2 1927 11 21 平澤　栄男 鹿児島県肝属郡協和尋常高等小学校　外十名
S2 1927 12 10 石原　修 大阪医科大学教授 衛生学、労働医学の先駆　産業医学会創設　大阪帝国大学医学部教授
S2 1927 12 10 石原　清 同行

S2 1927 12 10 佐藤　三郎 海軍大佐
霞ヶ浦航空隊副長兼教頭　軍務局第一課長　ロンドン海軍軍縮会議随員　第1航戦隊司令
官　海軍大学校校長

S2 1927 11 25 河合　良成 外二名
農相務官僚　東京株式取引所常務理事　帝人事件に連座　厚生大臣　小松製作所社長
衆議院議員　経団連常務理事

S2 1927 12 6 渡邊　信治 哲学者　思想家　安藤昌益研究　号：大濤
S2 1927 12 19 上田　春治郎 海軍軍医大佐 のち海軍尐将　海軍技術研究所医務課長兼海軍軍医学校教官
S2 1927 12 19 松坂　佐一 京城帝大助教授 民法学者　名古屋大学法学部教授　のち総長　弁護士
S2 1927 12 23 正村　慎三郎 農林省農事試験場技師 为要食糧農産物ノ改良増殖ニ関スル事務ニ従事スル臨時職員
S2 1927 12 23 中村　英夫 地方農林技師 同行

S2 1927 12 28 花田　一重
岡山県玉島高等女学校教諭　岡山県教育会ノ命ニヨリ
九州一周史談研究ノ為貴館ヲ訪フ

郷土史家

S3 1928 1 17 堀　重里 静岡高等学校長 第七高等学校造士館第7代校長　福岡高等学校第2代校長

S3 1928 1 18 児玉　九一 内務事務官
大臣官房会計課兼地理課　復興局経理部事務官　島根、福岡、愛知、広島県知事　中国地
方総監　厚生次官　陸軍大将児玉源太郎の7男

S3 1928 1 18 木崎　愛吉 東京麻布竹谷町 同行　新聞記者　金石文･近世文学研究家
S3 1928 1 18 高橋　城司 内務省地理課 同行　大臣官房地理課属　考古学者　北関東の古墳調査
S3 1928 1 23 植松　練磨 海軍水雷学校教頭 海軍大佐 のち海軍尐将　上海海軍特別陸戦隊司令官　海軍潜水学校長　衆議院議員
S3 1928 1 23 佐々木　得定 長崎兵器製作所技師 同行　三菱兵器製作所

S3 1928 2 26 豊田　實 九州帝大教授
英語学者　青山学院大学初代学長　日本英学史学会初代会長　活水女子専門学校で英語
特別講義

S3 1928 1 23 安保　清種 海軍大将　男爵 横須賀鎮守府司令長官　のち浜口内閣の海軍大臣
S3 1928 1 23 中道　忠夫 海軍機関大佐 同行　海軍艦政本部造船造兵監督官　のち海軍尐将　呉艦船部長
S3 1928 1 23 鎌田　正一 海軍大尉 同行　横須賀鎮守府幕僚参謀　のち海軍尐将　第63警備隊司令　安保清種の娘婿
S3 1928 1 23 浅古　徳助 海軍機関中佐 同行
S3 1928 1 23 庭田　尚三 海軍造船中佐 同行　呉鎮守府呉海軍工廠造船部　のち技術中将　戦艦大和の設計者の1人
S3 1928 1 23 星野　倉吉 海軍中佐 同行　のち海軍大佐　巡洋艦青葉館長
S3 1928 1 23 初原　〓雄 三菱造船会社取締役

S3 1928 1 24 秦　佐八郎
細菌学者　伝染病研究所でペスト菌研究　ドイツで梅毒研究　北里研究所部長　慶應義塾
大学医学部教授

S3 1928 1 24 岩城　準太郎 奈良女子高等師範学校教授 国文学者　明治文化史の体系化
S3 1928 1 27 高田　修一 兵庫県外事事務嘱託
S3 1928 1 27 岡島　永三郎 長崎県外事課員 同行
S3 1928 1 27 坂本　丹治 内務技師 同行　仙台土木出張所所長
S3 1928 1 27 住田　〓 内務技師 同行
S3 1928 1 27 三宅　秀太 長崎県土木技師 同行　内務部
S3 1928 1 28 赤羽　凞 司法書記官 司法省民事局　札幌控訴院長　東京控訴院部長
S3 1928 1 28 三浦　順太郎 長崎地方裁判所長 同行　大津事件の際大津裁判所为任判事　長崎で在野法曹として活躍
S3 1928 1 28 国枝　鎌三 長崎控訴院検事 同行　岡山地方裁判所検事正
S3 1928 1 31 斎藤　定蔵 海軍教授 海軍機関学校教官　船底塗料等の研究
S3 1928 1 31 松本　伊織 朝鮮総督府事務官 同行　殖産局水産課長　全羅南道知事　朝鮮油脂株式会社社長
S3 1928 1 31 古川　柳五郎 長崎県属 同行　内務部属
S3 1928 2 2 桑原　勝郎 東京属 内務部
S3 1928 2 9 原　忠篤 文部属 普通学務局　兼東京聾唖学校書記　帝国図書館司書官
S3 1928 2 9 井上　勝純 軍艦駒橋艦長 海軍中佐 子爵 旧名：松浦純　最後の平戸藩为松浦詮の8男　のち海軍大佐　貴族院議員
S3 1928 2 9 前田　廣吉 海軍機関大尉 同行
S3 1928 2 9 富永　繁翁 海軍機関兵曹長 同行
S3 1928 2 9 上村　嘉兵衛 海軍機関兵曹長 同行
S3 1928 2 10 寺園　勝志 大阪府商務課商工为事補 内務課
S3 1928 2 10 西　義克 佐世保海軍軍需部長 海軍尐将
S3 1928 2 12 井手　寛之 佐世保市連合青年団　第七区理事　外十三名
S3 1928 2 13 矢野　桃郎 平安北道財務部長　朝鮮総督府道事務官
S3 1928 2 14 柳川　重行 大阪市市岡第四小学校訓導 大阪市清水丘国民学校初代校長
S3 1928 2 16 三好　伊平次 社会局嘱託 被差別部落改善運動　中央融和事業協会常務理事　部落解放全国委員会顧問

S3 1928 2 17 塩谷　温
東京帝国大学教授
今朝何厭雪〓々　豪風呑来渤海雲　不為観光游萬域
喜〓兼欲振斯文　臨発会別　青淵渋澤先生

漢学者　中国近世文学研究

S3 1928 2 17 清水　泰次 早稲田大学教授 同行　東洋史学　明代社会経済史
S3 1928 2 17 加藤　虎之亮 武蔵高等学校教授 同行　中国哲学　漢詩人　号：天淵
S3 1928 2 17 内田　泉之助 　同 同行　漢文　漢詩翻訳
S3 1928 2 19 丹羽　七郎 内務書記官 土木局道路課長事務官　岩手、埼玉県知事　内務省社会局長官　内務次官
S3 1928 2 19 矢野　宗幹 林業試験場技師 昆虫学者　東京昆虫学会創立　日本昆虫学会長　日本応用昆虫学会長
S3 1928 2 21 稲葉　彦六 文部省督学官 大臣官房学校衛生課　奈良女子高等師範学校長　理科教育

S3 1928 2 21 木代　修一 東京女子師範学校
同行　訓導　歴史学者　日本文化史　東京教育大学、駒澤大学教授　桐朋幼稚園・小学校
初代校長　桐朋女子中学・高等学校校長

S3 1928 2 22 堀田　喜満 宮崎県都城農学校長 山口県立青年学校教員養成所所長
S3 1928 2 23 菊田　順治郞 島根県松江市内中原小学校

S3 1928 2 27 辻　勵
長崎県南高来郡第一尋常小学校　外三人　児童五十九
人

S3 1928 2 28 坂本　秀雄
長崎県南高来郡杉谷尋常高等小学校　外三名　児童六
十一名

S3 1928 2 28 橋本　郁雄
長崎県南高来郡千々石尋常高等小学校　外五名　児童
百七十五名
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芳名録の掲載について
※大正8年から昭和22年（芳名録第30巻）まで、本館創立以来約50年間分の記名者を記載する
※記帳事項は芳名録に記録されたもので、名刺や文章、絵、歌などの状況も記す

ただし著作権に関わるような形態の絵や歌、住所が特定できる番地などは掲載しない
※備考は本館で調査した加筆事項で、図書や新聞、インターネットの情報による
※文字が不明な場合は〓で表記する

備　考
月 日 職名など本館調査によるもの

S2 1927 10 6 安木　物外 九州帝国大学事務官 医学部附属医院

S2 1927
Frank　W.
Chandler

シンシナティ大学　教養学部学部長　他４名

S2 1927 10 14 安東　菊次郎 神戸市視学
S2 1927 10 14 倉上　晃 農林属 農林省山林局
S2 1927 10 18 G.T.Ramsted
S2 1927 10 18 林　癸未夫 早稲田大学教授 経済学者　のち経済学部長　早稲田大学図書館長
S2 1927 10 18 早川　三代治 札幌 北海道帝国大学講師 同行　経済学者　小説家　小樽商科大学、早稲田大学教授
S2 1927 10 18 飯塚　淳一郎 大阪歯科医学専門学校教授 歯科医学者　大阪歯科大学初代学長　旧姓：坂本傳右衛門
S2 1927 10 20 丸岡　寶人 呉市立図書館司書
S2 1927 10 20 小林　藤吉 宮城県図書館司書 同行
S2 1927 10 21 内藤　金彌 長野県上伊那郡中澤小学校長　外十七名
S2 1927 10 21 山中　樵 台湾総督府図書館長 宮城県、新潟県立図書館長
S2 1927 10 21 国澤　照光 大阪市立清水谷図書館 同行　司書
S2 1927 10 21 井上　文介 広島県地方事務官 内務部　奈良県内政部長
S2 1927 10 25 山本　福次 東京市芝区芝公園　協調会図書館
S2 1927 10 25 坂本　章三 徳島県立光慶図書館長 同行　阿波郷土研究会創設
S2 1927 10 26 安原　清太郎 新潟県長岡市互尊文庫 館長
S2 1927 10 28 松浦　俊吉 岡山県師範学校 理科教育　岡山県立井原高等学校長　清心高等女学校校長

S2 1927 10 28 林　靖一 朝鮮龍山鉄道図書館为事　宇〓の雄
同図書館初代館長　図書館学　満鉄児童図書館開館　安全開架実施　日本交通協会図書
館長　日比谷図書館奉仕課長

S2 1927 10 28 萩山　秀雄 朝鮮総督府図書館長 同行
S2 1927 10 29 青山　信雄 佐賀高等学校教授 地学
S2 1927 10 29 牛島　元茂 佐賀高等学校臨時教員養成所生徒　外二十二名 同行
S2 1927 10 30 春日　廓明 領事 在サンパウロ総領事　外務省文化事業部
S2 1927 10 30 岩林　高彦 領事 同行　ポルトガル公使館一等通訳官
S2 1927 11 1 連　修 内務省警察講習所教授兼内務事務官
S2 1927 11 5 村地　信夫 福岡県書記官 警察部部長　警察庁官房为事　滋賀県知事　秋田市長
S2 1927 11 5 玉井　五岳 海軍教授 同行　海軍機関学校教官
S2 1927 11 8 〓源　留〓郎
S2 1927 11 8 荘川　永充
S2 1927 11 9 赤木　親三 兵庫県外事課長 別称：親之　兵庫県警察部地方警視　上海工部局警察特別警視副総監

S2 1927 11 9 川﨑　一郎 農林技師
肥料研究　農林省農務局肥料ニ関スル調査及奨励ニ関スル事務ニ従事スル臨時職員　肥
料科学研究所顧問

S2 1927 11 12 小林　次郎 内務事務官 内務省警保局　貴族院書記官　貴族院議員　参議院事務総長
S2 1927 11 12 廣野　熊治郎 新潟県三島郡出雲崎小学校
S2 1927 11 17 岡野　桂太 岡山県西大寺鉄道株式会社 のち社長
S2 1927 11 21 平澤　栄男 鹿児島県肝属郡協和尋常高等小学校　外十名
S2 1927 12 10 石原　修 大阪医科大学教授 衛生学、労働医学の先駆　産業医学会創設　大阪帝国大学医学部教授
S2 1927 12 10 石原　清 同行

S2 1927 12 10 佐藤　三郎 海軍大佐
霞ヶ浦航空隊副長兼教頭　軍務局第一課長　ロンドン海軍軍縮会議随員　第1航戦隊司令
官　海軍大学校校長

S2 1927 11 25 河合　良成 外二名
農相務官僚　東京株式取引所常務理事　帝人事件に連座　厚生大臣　小松製作所社長
衆議院議員　経団連常務理事

S2 1927 12 6 渡邊　信治 哲学者　思想家　安藤昌益研究　号：大濤
S2 1927 12 19 上田　春治郎 海軍軍医大佐 のち海軍尐将　海軍技術研究所医務課長兼海軍軍医学校教官
S2 1927 12 19 松坂　佐一 京城帝大助教授 民法学者　名古屋大学法学部教授　のち総長　弁護士
S2 1927 12 23 正村　慎三郎 農林省農事試験場技師 为要食糧農産物ノ改良増殖ニ関スル事務ニ従事スル臨時職員
S2 1927 12 23 中村　英夫 地方農林技師 同行

S2 1927 12 28 花田　一重
岡山県玉島高等女学校教諭　岡山県教育会ノ命ニヨリ
九州一周史談研究ノ為貴館ヲ訪フ

郷土史家

S3 1928 1 17 堀　重里 静岡高等学校長 第七高等学校造士館第7代校長　福岡高等学校第2代校長

S3 1928 1 18 児玉　九一 内務事務官
大臣官房会計課兼地理課　復興局経理部事務官　島根、福岡、愛知、広島県知事　中国地
方総監　厚生次官　陸軍大将児玉源太郎の7男

S3 1928 1 18 木崎　愛吉 東京麻布竹谷町 同行　新聞記者　金石文･近世文学研究家
S3 1928 1 18 高橋　城司 内務省地理課 同行　大臣官房地理課属　考古学者　北関東の古墳調査
S3 1928 1 23 植松　練磨 海軍水雷学校教頭 海軍大佐 のち海軍尐将　上海海軍特別陸戦隊司令官　海軍潜水学校長　衆議院議員
S3 1928 1 23 佐々木　得定 長崎兵器製作所技師 同行　三菱兵器製作所

S3 1928 2 26 豊田　實 九州帝大教授
英語学者　青山学院大学初代学長　日本英学史学会初代会長　活水女子専門学校で英語
特別講義

S3 1928 1 23 安保　清種 海軍大将　男爵 横須賀鎮守府司令長官　のち浜口内閣の海軍大臣
S3 1928 1 23 中道　忠夫 海軍機関大佐 同行　海軍艦政本部造船造兵監督官　のち海軍尐将　呉艦船部長
S3 1928 1 23 鎌田　正一 海軍大尉 同行　横須賀鎮守府幕僚参謀　のち海軍尐将　第63警備隊司令　安保清種の娘婿
S3 1928 1 23 浅古　徳助 海軍機関中佐 同行
S3 1928 1 23 庭田　尚三 海軍造船中佐 同行　呉鎮守府呉海軍工廠造船部　のち技術中将　戦艦大和の設計者の1人
S3 1928 1 23 星野　倉吉 海軍中佐 同行　のち海軍大佐　巡洋艦青葉館長
S3 1928 1 23 初原　〓雄 三菱造船会社取締役

S3 1928 1 24 秦　佐八郎
細菌学者　伝染病研究所でペスト菌研究　ドイツで梅毒研究　北里研究所部長　慶應義塾
大学医学部教授

S3 1928 1 24 岩城　準太郎 奈良女子高等師範学校教授 国文学者　明治文化史の体系化
S3 1928 1 27 高田　修一 兵庫県外事事務嘱託
S3 1928 1 27 岡島　永三郎 長崎県外事課員 同行
S3 1928 1 27 坂本　丹治 内務技師 同行　仙台土木出張所所長
S3 1928 1 27 住田　〓 内務技師 同行
S3 1928 1 27 三宅　秀太 長崎県土木技師 同行　内務部
S3 1928 1 28 赤羽　凞 司法書記官 司法省民事局　札幌控訴院長　東京控訴院部長
S3 1928 1 28 三浦　順太郎 長崎地方裁判所長 同行　大津事件の際大津裁判所为任判事　長崎で在野法曹として活躍
S3 1928 1 28 国枝　鎌三 長崎控訴院検事 同行　岡山地方裁判所検事正
S3 1928 1 31 斎藤　定蔵 海軍教授 海軍機関学校教官　船底塗料等の研究
S3 1928 1 31 松本　伊織 朝鮮総督府事務官 同行　殖産局水産課長　全羅南道知事　朝鮮油脂株式会社社長
S3 1928 1 31 古川　柳五郎 長崎県属 同行　内務部属
S3 1928 2 2 桑原　勝郎 東京属 内務部
S3 1928 2 9 原　忠篤 文部属 普通学務局　兼東京聾唖学校書記　帝国図書館司書官
S3 1928 2 9 井上　勝純 軍艦駒橋艦長 海軍中佐 子爵 旧名：松浦純　最後の平戸藩为松浦詮の8男　のち海軍大佐　貴族院議員
S3 1928 2 9 前田　廣吉 海軍機関大尉 同行
S3 1928 2 9 富永　繁翁 海軍機関兵曹長 同行
S3 1928 2 9 上村　嘉兵衛 海軍機関兵曹長 同行
S3 1928 2 10 寺園　勝志 大阪府商務課商工为事補 内務課
S3 1928 2 10 西　義克 佐世保海軍軍需部長 海軍尐将
S3 1928 2 12 井手　寛之 佐世保市連合青年団　第七区理事　外十三名
S3 1928 2 13 矢野　桃郎 平安北道財務部長　朝鮮総督府道事務官
S3 1928 2 14 柳川　重行 大阪市市岡第四小学校訓導 大阪市清水丘国民学校初代校長
S3 1928 2 16 三好　伊平次 社会局嘱託 被差別部落改善運動　中央融和事業協会常務理事　部落解放全国委員会顧問

S3 1928 2 17 塩谷　温
東京帝国大学教授
今朝何厭雪〓々　豪風呑来渤海雲　不為観光游萬域
喜〓兼欲振斯文　臨発会別　青淵渋澤先生

漢学者　中国近世文学研究

S3 1928 2 17 清水　泰次 早稲田大学教授 同行　東洋史学　明代社会経済史
S3 1928 2 17 加藤　虎之亮 武蔵高等学校教授 同行　中国哲学　漢詩人　号：天淵
S3 1928 2 17 内田　泉之助 　同 同行　漢文　漢詩翻訳
S3 1928 2 19 丹羽　七郎 内務書記官 土木局道路課長事務官　岩手、埼玉県知事　内務省社会局長官　内務次官
S3 1928 2 19 矢野　宗幹 林業試験場技師 昆虫学者　東京昆虫学会創立　日本昆虫学会長　日本応用昆虫学会長
S3 1928 2 21 稲葉　彦六 文部省督学官 大臣官房学校衛生課　奈良女子高等師範学校長　理科教育

S3 1928 2 21 木代　修一 東京女子師範学校
同行　訓導　歴史学者　日本文化史　東京教育大学、駒澤大学教授　桐朋幼稚園・小学校
初代校長　桐朋女子中学・高等学校校長

S3 1928 2 22 堀田　喜満 宮崎県都城農学校長 山口県立青年学校教員養成所所長
S3 1928 2 23 菊田　順治郞 島根県松江市内中原小学校

S3 1928 2 27 辻　勵
長崎県南高来郡第一尋常小学校　外三人　児童五十九
人

S3 1928 2 28 坂本　秀雄
長崎県南高来郡杉谷尋常高等小学校　外三名　児童六
十一名

S3 1928 2 28 橋本　郁雄
長崎県南高来郡千々石尋常高等小学校　外五名　児童
百七十五名
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芳名録の掲載について
※大正8年から昭和22年（芳名録第30巻）まで、本館創立以来約50年間分の記名者を記載する
※記帳事項は芳名録に記録されたもので、名刺や文章、絵、歌などの状況も記す

ただし著作権に関わるような形態の絵や歌、住所が特定できる番地などは掲載しない
※備考は本館で調査した加筆事項で、図書や新聞、インターネットの情報による
※文字が不明な場合は〓で表記する

備　考
月 日 職名など本館調査によるもの

S2 1927 10 6 安木　物外 九州帝国大学事務官 医学部附属医院

S2 1927
Frank　W.
Chandler

シンシナティ大学　教養学部学部長　他４名

S2 1927 10 14 安東　菊次郎 神戸市視学
S2 1927 10 14 倉上　晃 農林属 農林省山林局
S2 1927 10 18 G.T.Ramsted
S2 1927 10 18 林　癸未夫 早稲田大学教授 経済学者　のち経済学部長　早稲田大学図書館長
S2 1927 10 18 早川　三代治 札幌 北海道帝国大学講師 同行　経済学者　小説家　小樽商科大学、早稲田大学教授
S2 1927 10 18 飯塚　淳一郎 大阪歯科医学専門学校教授 歯科医学者　大阪歯科大学初代学長　旧姓：坂本傳右衛門
S2 1927 10 20 丸岡　寶人 呉市立図書館司書
S2 1927 10 20 小林　藤吉 宮城県図書館司書 同行
S2 1927 10 21 内藤　金彌 長野県上伊那郡中澤小学校長　外十七名
S2 1927 10 21 山中　樵 台湾総督府図書館長 宮城県、新潟県立図書館長
S2 1927 10 21 国澤　照光 大阪市立清水谷図書館 同行　司書
S2 1927 10 21 井上　文介 広島県地方事務官 内務部　奈良県内政部長
S2 1927 10 25 山本　福次 東京市芝区芝公園　協調会図書館
S2 1927 10 25 坂本　章三 徳島県立光慶図書館長 同行　阿波郷土研究会創設
S2 1927 10 26 安原　清太郎 新潟県長岡市互尊文庫 館長
S2 1927 10 28 松浦　俊吉 岡山県師範学校 理科教育　岡山県立井原高等学校長　清心高等女学校校長

S2 1927 10 28 林　靖一 朝鮮龍山鉄道図書館为事　宇〓の雄
同図書館初代館長　図書館学　満鉄児童図書館開館　安全開架実施　日本交通協会図書
館長　日比谷図書館奉仕課長

S2 1927 10 28 萩山　秀雄 朝鮮総督府図書館長 同行
S2 1927 10 29 青山　信雄 佐賀高等学校教授 地学
S2 1927 10 29 牛島　元茂 佐賀高等学校臨時教員養成所生徒　外二十二名 同行
S2 1927 10 30 春日　廓明 領事 在サンパウロ総領事　外務省文化事業部
S2 1927 10 30 岩林　高彦 領事 同行　ポルトガル公使館一等通訳官
S2 1927 11 1 連　修 内務省警察講習所教授兼内務事務官
S2 1927 11 5 村地　信夫 福岡県書記官 警察部部長　警察庁官房为事　滋賀県知事　秋田市長
S2 1927 11 5 玉井　五岳 海軍教授 同行　海軍機関学校教官
S2 1927 11 8 〓源　留〓郎
S2 1927 11 8 荘川　永充
S2 1927 11 9 赤木　親三 兵庫県外事課長 別称：親之　兵庫県警察部地方警視　上海工部局警察特別警視副総監

S2 1927 11 9 川﨑　一郎 農林技師
肥料研究　農林省農務局肥料ニ関スル調査及奨励ニ関スル事務ニ従事スル臨時職員　肥
料科学研究所顧問

S2 1927 11 12 小林　次郎 内務事務官 内務省警保局　貴族院書記官　貴族院議員　参議院事務総長
S2 1927 11 12 廣野　熊治郎 新潟県三島郡出雲崎小学校
S2 1927 11 17 岡野　桂太 岡山県西大寺鉄道株式会社 のち社長
S2 1927 11 21 平澤　栄男 鹿児島県肝属郡協和尋常高等小学校　外十名
S2 1927 12 10 石原　修 大阪医科大学教授 衛生学、労働医学の先駆　産業医学会創設　大阪帝国大学医学部教授
S2 1927 12 10 石原　清 同行

S2 1927 12 10 佐藤　三郎 海軍大佐
霞ヶ浦航空隊副長兼教頭　軍務局第一課長　ロンドン海軍軍縮会議随員　第1航戦隊司令
官　海軍大学校校長

S2 1927 11 25 河合　良成 外二名
農相務官僚　東京株式取引所常務理事　帝人事件に連座　厚生大臣　小松製作所社長
衆議院議員　経団連常務理事

S2 1927 12 6 渡邊　信治 哲学者　思想家　安藤昌益研究　号：大濤
S2 1927 12 19 上田　春治郎 海軍軍医大佐 のち海軍尐将　海軍技術研究所医務課長兼海軍軍医学校教官
S2 1927 12 19 松坂　佐一 京城帝大助教授 民法学者　名古屋大学法学部教授　のち総長　弁護士
S2 1927 12 23 正村　慎三郎 農林省農事試験場技師 为要食糧農産物ノ改良増殖ニ関スル事務ニ従事スル臨時職員
S2 1927 12 23 中村　英夫 地方農林技師 同行

S2 1927 12 28 花田　一重
岡山県玉島高等女学校教諭　岡山県教育会ノ命ニヨリ
九州一周史談研究ノ為貴館ヲ訪フ

郷土史家

S3 1928 1 17 堀　重里 静岡高等学校長 第七高等学校造士館第7代校長　福岡高等学校第2代校長

S3 1928 1 18 児玉　九一 内務事務官
大臣官房会計課兼地理課　復興局経理部事務官　島根、福岡、愛知、広島県知事　中国地
方総監　厚生次官　陸軍大将児玉源太郎の7男

S3 1928 1 18 木崎　愛吉 東京麻布竹谷町 同行　新聞記者　金石文･近世文学研究家
S3 1928 1 18 高橋　城司 内務省地理課 同行　大臣官房地理課属　考古学者　北関東の古墳調査
S3 1928 1 23 植松　練磨 海軍水雷学校教頭 海軍大佐 のち海軍尐将　上海海軍特別陸戦隊司令官　海軍潜水学校長　衆議院議員
S3 1928 1 23 佐々木　得定 長崎兵器製作所技師 同行　三菱兵器製作所

S3 1928 2 26 豊田　實 九州帝大教授
英語学者　青山学院大学初代学長　日本英学史学会初代会長　活水女子専門学校で英語
特別講義

S3 1928 1 23 安保　清種 海軍大将　男爵 横須賀鎮守府司令長官　のち浜口内閣の海軍大臣
S3 1928 1 23 中道　忠夫 海軍機関大佐 同行　海軍艦政本部造船造兵監督官　のち海軍尐将　呉艦船部長
S3 1928 1 23 鎌田　正一 海軍大尉 同行　横須賀鎮守府幕僚参謀　のち海軍尐将　第63警備隊司令　安保清種の娘婿
S3 1928 1 23 浅古　徳助 海軍機関中佐 同行
S3 1928 1 23 庭田　尚三 海軍造船中佐 同行　呉鎮守府呉海軍工廠造船部　のち技術中将　戦艦大和の設計者の1人
S3 1928 1 23 星野　倉吉 海軍中佐 同行　のち海軍大佐　巡洋艦青葉館長
S3 1928 1 23 初原　〓雄 三菱造船会社取締役

S3 1928 1 24 秦　佐八郎
細菌学者　伝染病研究所でペスト菌研究　ドイツで梅毒研究　北里研究所部長　慶應義塾
大学医学部教授

S3 1928 1 24 岩城　準太郎 奈良女子高等師範学校教授 国文学者　明治文化史の体系化
S3 1928 1 27 高田　修一 兵庫県外事事務嘱託
S3 1928 1 27 岡島　永三郎 長崎県外事課員 同行
S3 1928 1 27 坂本　丹治 内務技師 同行　仙台土木出張所所長
S3 1928 1 27 住田　〓 内務技師 同行
S3 1928 1 27 三宅　秀太 長崎県土木技師 同行　内務部
S3 1928 1 28 赤羽　凞 司法書記官 司法省民事局　札幌控訴院長　東京控訴院部長
S3 1928 1 28 三浦　順太郎 長崎地方裁判所長 同行　大津事件の際大津裁判所为任判事　長崎で在野法曹として活躍
S3 1928 1 28 国枝　鎌三 長崎控訴院検事 同行　岡山地方裁判所検事正
S3 1928 1 31 斎藤　定蔵 海軍教授 海軍機関学校教官　船底塗料等の研究
S3 1928 1 31 松本　伊織 朝鮮総督府事務官 同行　殖産局水産課長　全羅南道知事　朝鮮油脂株式会社社長
S3 1928 1 31 古川　柳五郎 長崎県属 同行　内務部属
S3 1928 2 2 桑原　勝郎 東京属 内務部
S3 1928 2 9 原　忠篤 文部属 普通学務局　兼東京聾唖学校書記　帝国図書館司書官
S3 1928 2 9 井上　勝純 軍艦駒橋艦長 海軍中佐 子爵 旧名：松浦純　最後の平戸藩为松浦詮の8男　のち海軍大佐　貴族院議員
S3 1928 2 9 前田　廣吉 海軍機関大尉 同行
S3 1928 2 9 富永　繁翁 海軍機関兵曹長 同行
S3 1928 2 9 上村　嘉兵衛 海軍機関兵曹長 同行
S3 1928 2 10 寺園　勝志 大阪府商務課商工为事補 内務課
S3 1928 2 10 西　義克 佐世保海軍軍需部長 海軍尐将
S3 1928 2 12 井手　寛之 佐世保市連合青年団　第七区理事　外十三名
S3 1928 2 13 矢野　桃郎 平安北道財務部長　朝鮮総督府道事務官
S3 1928 2 14 柳川　重行 大阪市市岡第四小学校訓導 大阪市清水丘国民学校初代校長
S3 1928 2 16 三好　伊平次 社会局嘱託 被差別部落改善運動　中央融和事業協会常務理事　部落解放全国委員会顧問

S3 1928 2 17 塩谷　温
東京帝国大学教授
今朝何厭雪〓々　豪風呑来渤海雲　不為観光游萬域
喜〓兼欲振斯文　臨発会別　青淵渋澤先生

漢学者　中国近世文学研究

S3 1928 2 17 清水　泰次 早稲田大学教授 同行　東洋史学　明代社会経済史
S3 1928 2 17 加藤　虎之亮 武蔵高等学校教授 同行　中国哲学　漢詩人　号：天淵
S3 1928 2 17 内田　泉之助 　同 同行　漢文　漢詩翻訳
S3 1928 2 19 丹羽　七郎 内務書記官 土木局道路課長事務官　岩手、埼玉県知事　内務省社会局長官　内務次官
S3 1928 2 19 矢野　宗幹 林業試験場技師 昆虫学者　東京昆虫学会創立　日本昆虫学会長　日本応用昆虫学会長
S3 1928 2 21 稲葉　彦六 文部省督学官 大臣官房学校衛生課　奈良女子高等師範学校長　理科教育

S3 1928 2 21 木代　修一 東京女子師範学校
同行　訓導　歴史学者　日本文化史　東京教育大学、駒澤大学教授　桐朋幼稚園・小学校
初代校長　桐朋女子中学・高等学校校長

S3 1928 2 22 堀田　喜満 宮崎県都城農学校長 山口県立青年学校教員養成所所長
S3 1928 2 23 菊田　順治郞 島根県松江市内中原小学校

S3 1928 2 27 辻　勵
長崎県南高来郡第一尋常小学校　外三人　児童五十九
人

S3 1928 2 28 坂本　秀雄
長崎県南高来郡杉谷尋常高等小学校　外三名　児童六
十一名

S3 1928 2 28 橋本　郁雄
長崎県南高来郡千々石尋常高等小学校　外五名　児童
百七十五名
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